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例言

１　本書は、平成 28年度国宝重要文化財等保存整備費補助金及び平成 28年度山梨県文化財保存事業費補助

金事業として実施した、平成 28年度山梨市市内遺跡・発掘調査報告書である。

２　本書における出土遺物及び図面・写真等は、山梨市教育委員会が保管している。

３　本書の執筆・編集は山梨市教育委員会　三澤達也・駒田真人・浅田実希が行った。

４　発掘・整理作業参加者

　芦沢はつ子、直井光江、広瀬侯子、安田敏男、藤原千賀子、若月あい子、松本榮一、岡利恵、宮下善雄

　矢崎治道、藤原今朝男、八木今朝正、飯田和夫、三森数子、北直行、田巻栄子、武井美香、小澤志郎

  渡辺恒夫、佐藤志穂里

凡例

１　位置図の縮尺は 1/10000 である。

２　トレンチ設定図の縮尺は各図ごとに明記した。
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１ 天神原南遺跡

所 在 地 七日市場 1297-15、1297-12、1312-10   

調査目的 個人住宅建築に伴う   

調査期間 平成 28 年 1月 19 日～ 1 月 21日   

調査面積 ２ｍ2        

浅田  実希

調査結果

　１ｍ×１ｍのテストピットを２箇所設定し、人力で掘削、精査したが遺構、遺物とも確認され

なかった。

TP1 精査状況 TP2 精査状況
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２ 大野砦跡

所 在 地 大野 1777-6    

調査目的 個人住宅建築に伴う     

調査期間 平成 28 年 1月 25 日～ 1 月 26日   

調査面積 1.5 ｍ2        

浅田  実希

調査結果

 １ｍ× 1.5 ｍのテストピットを 1 箇所設定し、人力で掘削、精査したところ、地表下 25cm で遺

物包含層となりその下層で砂層となった。砂層上面で精査したが遺構、遺物ともに検出されなかっ

た。さらに地表下 80cm まで確認したが遺構、遺物は確認されなかった。

TP1 精査状況調査地
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３ 包蔵地外

所 在 地 上神内川 214-1 他 9 筆    

調査目的 開発事業（店舗）に伴う       

調査期間 平成 28 年２月 10 日～２月 19日   

調査面積 20 ｍ2        

浅田  実希

調査結果

 幅２ｍのトレンチを 1 箇所設定し（延長 10 ｍ）、重機にて掘削、人力にて精査したが、遺構・

遺物ともに検出されなかった。

４ 包蔵地外

所 在 地 上神内川 172他 23 筆    

調査目的 開発事業（市立産婦人科医院）に伴う      

調査期間 平成 28 年２月 10 日～２月 19日   

調査面積 150 ｍ2        

浅田  実希

調査結果

 幅２ｍのトレンチを４箇所設定し（延長 75 ｍ）、重機にて掘削、人力にて精査したところ、T3

から時期・性格不明の溝 1 条が検出されたが、浅く、耕作土等の混入もあることから、中世以前

に遡る可能性は低いと思われる。
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５ 屋敷添遺跡

所 在 地 下石森 71-1、71-6    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う      

調査期間 平成 28 年３月３日～３月９日  

調査面積 60 ｍ2        

浅田　実希

調査結果

 幅２ｍのトレンチを２箇所（延長 30 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査を行ったところ、

T1 から土坑 1基、T2 からは縄文時代の土坑 1 基が検出され、縄文時代の土器片が数点出土した。

遺構が検出されたのは地表下 100cm であるが、今回の造成工事による切土は最大 20cm であり、

30cm 以上の保護層が確保される。道路・水路部分については試掘の結果遺構等が存在する可能

性は低いと判断されるため、工事立会とすることとした。

T2 精査状況 土坑半裁状況
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６ 包蔵地外

所 在 地 小原西 677-4、680-2

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う

調査期間 成 28 年３月 15 日～３月 18 日

調査面積 70 ｍ2

浅田　実希

調査結果

 幅２ｍのトレンチを３箇所設定し（延長 35 ｍ）、重機にて掘削、人力にて精査したところ、T1

の中央付近から溝 1条が検出された。溝は耕作土直下で検出されていることや、浅く、耕作土等

の混入も見られることから、近代以降のものであると思われる。遺物は出土しなかった。

７ 包蔵地外

所 在 地 万力地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う      

調査期間 平成 28 年３月 29 日～３月 31日   

調査面積 144 ｍ2        

 浅田　実希

調査結果

　幅２ｍのトレンチを３箇所（延長 70m）及び１ｍ四方のテストピットを４箇所設定し精査した

が遺構・遺物とも確認されなかった。
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８ 窪八幡神社社家坊中群

所 在 地 北 675-2    

調査目的 個人住宅建築に伴う     

調査期間 平成 28 年４月 25 日～４月 27日   

調査面積 14 ｍ2        

浅田  実希

調査結果

　幅２ｍのトレンチを 1箇所（延長７ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したが、地表下

150cm までかく乱を受けており、遺構・遺物ともに確認されなかった。

調査地

トレンチ精査状況
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９ 包蔵地外

所 在 地 小原東 1098-2、1099-5、1099-6、1104-1、

　　　　　　       1104-2    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う       

調査期間 平成 28 年５月 12 日～５月 17日   

調査面積 200 ｍ2        

浅田　実希

調査結果

幅２ｍのトレンチを 5箇所（延長 100 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したが、遺構・

遺物ともに確認されなかった。

10 包蔵地外

所 在 地 万力地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う      

調査期間 平成 28 年５月 12 日～５月 20日   

調査面積 12 ｍ2        

駒田  真人

調査結果

  調査地の約 500 ｍ西方には長源寺前古墳が位置する。古墳及び関連遺物の検出を試み、テスト

ピットを 12 箇所設定のうえ人力にて掘削・精査したが、遺構・遺物とも確認されなかった。
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11 屋敷遺跡

所 在 地 落合 817    

調査目的 開発事業（集合住宅）に伴う       

調査期間 平成 28 年５月 18 日～５月 24日   

調査面積 60 ｍ2        

三澤  達也

調査結果

　当該地は、武田信昌館の想定地の範囲内（南西隅）であるため、土塁と堀の有無・建物等の遺

構の有無を確認すべく、幅２ｍのトレンチを３箇所（延長 30.5 ｍ）設定し、重機にて掘削、人

力にて精査した。T1 東側に該期遺構検出の可能性のある砂層が分布しているが、ほかは表土の

下は地山と思われる礫層となった。遺構は近世以降の溝２条を検出したにとどまり、中世の土塁

と堀・建物等は検出されなかった。遺物は近世以降の陶磁器類と近世の内耳鍋（浅鍋）が出土し

たが、中世以前の遺物は出土しなかった。

T1 精査状況

溝検出状況
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12 柿木田遺跡

所 在 地 小原西 60-1、60-4    

調査目的 個人住宅建築に伴う      

調査期間 平成 28 年５月 19 日～５月 24日   

調査面積 36 ｍ2        

浅田　実希

調査結果

　幅２ｍのトレンチを２箇所（延長 18 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したところ、

T1 から古墳時代の土師器片が出土した。遺構は検出されなかった。今回の開発では造成により

15cm 程度盛土した後に基礎工事となるが、未調査範囲に遺構等が分布している可能性が排除で

きないため、住宅建築の際には協議が必要となる。

調査地 T1 精査状況
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13 日下部遺跡

所 在 地 七日市場 715－ 1、717 － 3、727 － 2、

 731 － 7    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う      

調査期間 平成 28 年６月 10 日～６月 16日   

調査面積 80 ｍ2        

調査結果

　幅２ｍのトレンチを３箇所（延長 40 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したが、遺構・

遺物ともに確認されなかった。

T3 精査状況

T3 土層断面
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14 包蔵地外

所 在 地 歌田 314、316-1    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う      

調査期間 平成 28 年７月 11 日～７月 13日   

調査面積 56 ｍ2        

調査結果

　幅２ｍのトレンチを３箇所（延長 28 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したところ、

近世以降の暗渠排水とみられる溝 1 条が検出された。遺物は検出されなかった。

15 大野砦跡

所 在 地 大野 802-1 の一部   

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う      

調査期間 平成 28 年７月 20 日～７月 21日   

調査面積 ３ｍ2        

調査結果

　１ｍ× 1.5 ｍのテストピットを２箇所設定し人力にて掘削・精査したが、遺構・遺物は確認さ

れなかった。

TP1 精査状況 TP2 精査状況
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16 中沢遺跡、阿弥陀堂遺跡、十王堂遺跡

所 在 地 七日市場、下井尻地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う      

調査期間 平成 28 年４月 27 日～７月 21日   

調査面積 38 ｍ2        

駒田　真人

調査結果 

農道５号東側地点

　１ｍ×１ｍのテストピットを３箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行った。TP1,3 では地表

下約 40cm で遺物包含層となり、TP1 ではピット３基が検出された。TP2 は遺構・遺物ともに確認

されなかった。

農道５号西側地点

　１ｍ× 1.5 ｍのテストピットを３箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行った。TP2,3 では黒

褐色層内から土器小破片が数点出土した。地下水位が高く、TP1,2 では地表下約 60cm で湧水した。

農道２- １号地点

　１ｍ× 1.5 ｍのテストピットを 10 箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行った。調査地のほ

ぼ全域で平安時代を中心とした遺物が検出され、TP10 では隅丸方形の住居と思われるプランが

検出された。

農道６号東側地点

　１ｍ× 1.5 ｍのテストピットを６箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行った。水路側では、

擁壁工事に伴うものと思われる撹乱が全域に見られた。平安時代を中心とした遺物の小破片が 20

点ほど検出された。TP4,5,6 では、地表下 70cm ～１ｍほど掘削したところで湧水した。

水路１- ３号地点

　１ｍ× 1.5 ｍのテストピットを２箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行ったが、遺物・遺構

ともに確認されなかった。

水路７号地点

　１ｍ× 1.5 ｍのテストピットを３箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行ったが、遺物・遺構

ともに確認されなかった。
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農道５号東側　TP4 ピット確認状況

農道２- １号　TP6 精査状況

水路１- ３号　TP1 精査状況 水路７号　TP3精査状況

農道６号　TP5精査状況

農道５号西側　TP2 精査状況
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17 包蔵地外

所 在 地 牧丘町倉科 68-1、69-1、70、71-1、71-2、

 63-2    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業以外の農業関係

 事業）に伴う   

調査期間 平成 28 年７月 27 日～７月 29日   

調査面積 40 ｍ2        

 浅田　実希

調査結果

　幅２ｍのトレンチを２箇所（延長 20 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したが、遺構・

遺物は確認されなかった。

T1 精査状況 T2 精査状況
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18 紺屋町遺跡

所 在 地 下栗原 1487、1494-1、1494-2、1494-3、

 1495-6    

調査目的 開発事業（宅地造成）に伴う     

調査期間 平成 28 年８月８日～８月 10 日   

調査面積 66 ｍ2        

浅田　実希

調査結果

　幅２ｍのトレンチを３箇所（延長 33 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したが、遺構・

遺物ともに確認されなかった。

T1 精査状況

T3 精査状況
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19 萱刈遺跡

所 在 地 東地内

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う

調査期間 平成 28 年８月８日～８月 10 日

調査面積 ３ｍ2

駒田　真人

調査結果

  当調査は農道の拡幅工事に伴うものであり、工事範囲の南側の一部のみ包蔵地に該当している。

しかし、包蔵地内での道路拡幅幅は１ｍ以下とごく狭く調査を行うのが困難であったため、当調

査では包蔵地外の部分を行った。テストピットを２箇所設定のうえ人力にて掘削した。地表下約

60 ～ 70cm まで全体に撹乱が入っており、可能な限り撹乱を取り除き精査したが、遺構・遺物と

も確認されなかった。

調査地全景

TP2 精査状況
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20 中道北遺跡、中道南遺跡

所 在 地 上栗原地内

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う

調査期間 平成 28 年９月 15 日～９月 21日

調査面積 5.5 ｍ2

駒田　真人

調査結果

　テストピットを４箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行った。いずれのトレンチも地表下 40

～ 50cm で灰黄褐砂層となり、遺物・遺構ともに確認されなかった。

TP2 精査状況

TP3 精査状況
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21 切通南遺跡

所 在 地 東地内    

調査目的 開発事業（農業基盤整備事業）に伴う      

調査面積 平成 28 年９月 26 日～９月 29日   

調査面積 ９ｍ2        

 駒田　真人

調査結果

　１ｍ× 1.5 ｍのテストピットを６箇所設定の上、人力にて掘削、精査を行ったが、遺物・遺構

ともに確認されなかった。TP3,4,5 では地表下約 50cm で湧水がみられた。

TP1 精査状況 TP5 精査状況
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22 包蔵地外

所 在 地 歌田 15-2、15-4、16、17-2、17-3、17-4、

 19-3    

調査目的 開発事業（工場）に伴う    

調査期間 平成 28 年９月 27 日～ 10 月７日   

調査面積 112 ｍ2        

調査結果

　幅２ｍのトレンチを４箇所（延長 56 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したところ、

T2 の現地表下 60cm から石積（高さ 1.6 ｍ、東西延長約 20 ｍ）が検出された。石積の法面がほ

ぼ垂直であること、T2 以外で確認できず東西方向に伸びていないことから、近世以降の屋敷石

垣の可能性が高いと判断した。調査地は明治時代の地主の屋敷があった場所で、石垣もそれに関

係するものとみられる。中世以前の遺構・遺物は検出されなかった。

石積検出状況T2 精査状況
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23 阿弥陀堂遺跡

所 在 地 下井尻 617、619、621    

調査目的 開発事業（その他開発 太陽光パネル）に伴う    

調査期間 平成 28 年 11月 16 日～ 11 月 30 日   

調査面積 120 ｍ2        

調査結果

　幅２ｍのトレンチを６箇所（延長 60 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したところ、

T6 の現地表下 30cm から性格不明の溝が 1 条検出された。溝覆土からは礫に混じって弥生時代末

期から古墳時代の土器片が出土した。遺構が検出された範囲は現地保存とし、工事の際に立会う

こととした。

溝検出状況T6 精査状況
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24 包蔵地外

所 在 地 上石森 153-1    

調査目的 開発事業（店舗）に伴う    

調査期間 平成 28 年 11月 28 日～ 11 月 30 日   

調査面積 50 ｍ2        

調査結果

　幅２ｍのトレンチを２箇所（延長 25 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したところ、遺構・

遺物は確認されなかった。

25 包蔵地外

所 在 地 下石森 219-1    

調査目的 開発事業（工場）に伴う    

調査期間 平成 28 年 12月７日～ 12 月９日   

調査面積 40 ｍ2        

調査結果

　幅２ｍのトレンチを３箇所（延長 20 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したが、遺構・

遺物は確認されなかった。
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26 大堀遺跡

所 在 地 小原東 850-1、850-2、850-5    

調査目的 開発事業（個人住宅）に伴う    

調査期間 平成 28 年 12月 13 日～ 12 月 14 日   

調査面積 ５ｍ2        

調査結果

　幅２ｍのトレンチを 1 箇所（延長 2.5 ｍ）設定し、重機にて掘削、人力にて精査したが、地表

下２ｍまで撹乱を受けており、遺構・遺物は確認されなかった。

土層断面

トレンチ精査状況
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27 包蔵地外

所 在 地 万力 1536-2、正徳寺 1550-2、1552    

調査目的 開発事業（その他建物　給食センター）

 に伴う    

調査期間 平成 28 年 12月 19 日～ 12 月 28 日   

調査面積 90 ｍ2        

調査結果

　幅１．５ｍのトレンチを６箇所（延長 50m）、及び１．５ｍ四方のテストピットを６ヶ所設定し、

人力にて掘削・精査したが、遺構・遺物とも確認されなかった。

T1 精査状況

T3 精査状況
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25

遺跡分布図 (市全体図 )
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